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抄録：当院は昭和５９年９月，大学の千葉市への移転
を機に開設され，高次医療機関として診療してき
た。また，夜間の救急歯科診療を目的に宿直業務も
行ってきた。今回，今後の宿直業務における医療提
供の内容と質の向上を目指すため過去２年間の宿直
の臨床統計を行った。
対象は平成２１年１月１日から平成２２年１２月３１日ま

での２年間における当院の宿直業務時間に来院また
は電話対応を行った患者とした。
期間中に対応した患者総数は２，５９１名であり実際

に受診した患者数は１，８２２名，電話対応のみの対応
は７６９名であった。月別患者数では１２月，５月が多
く３月が最も少なかった。対応患者のうち当院通院
患者は１，１５８名，院外患者は１，４３３名で，そのうち救
急搬送されてきた患者は１００名であった。疾患別患
者は歯の疾患が４６３名と最も多く，次いで外傷４１５
名，顎関節脱臼３０２名，炎症２５１名であった。電話対
応では歯痛２４６名が最も多く，次いで外傷が１０９名で
あった。

緒 言

一般に歯科領域において救命処置を必要とする疾
患は少ないが，疼痛，抜歯後出血などの急性症状を
主訴に時間外に病院を受診する患者は多い。東京歯

科大学千葉病院口腔外科は昭和５６年９月，大学の移
転を機に東京水道橋より千葉市に開設され，地域歯
科医師会の協力のもと医療連携を重視しながら高次
医療機関として診療を行ってきた。また，夜間，休
日の救急歯科診療にも常時対応してきた。

しかし，様々な症例に対応するにも関わらず歯科
口腔外科領域における救急患者の統計的報告は極め
て少なく１－６），この実態を把握することは今後の救
急歯科診療を行うにあたって重要であると考える。

今回我々は，平成２１年，２２年の過去２年間におけ
る当直の臨床統計を行い近年における患者動向およ
び疾患病態について検討したので，その概要を若干
の考察を加えて報告する。

対象と方法

対象は，平成２１年１月１日から平成２２年１２月３１日
までの２年間における東京歯科大学千葉病院の当直
業務時間に来院もしくは電話対応を行った患者とし
た。調査項目として，対応患者数，年代，時間帯，
診療科，疾患，月別対応患者数，月別来院患者数，
月別電話件数，院内患者と院外患者の比較を行っ
た。院内，院外患者に関しては，当院通院中もしく
は通院していた既往がある患者を院内患者，当院に
通院しておらず初診の患者を院外患者とした。ま
た，疾患については歯の疾患（歯痛，歯周病，齲蝕
症，智歯周囲炎，歯髄炎・根尖性歯周炎など），外
傷（軟組織部裂傷，歯牙破折，顎骨骨折など），顎関
節脱臼，炎症（膿瘍，顎骨周囲炎，蜂窩織炎，上顎
洞炎など），補綴物脱離・破折（義歯，クラウン，テ
ンポラリークラウン，歯科矯正装置の破折など），

キーワード：救急診療，当直業務，臨床統計
東京歯科大学口腔外科学講座

（２０１２年４月６日受付）
（２０１２年７月３日受理）
別刷請求先：〒２６１‐８５０２ 千葉市美浜区真砂１－２－２

東京歯科大学口腔外科学講座 井本大智

臨床報告

東京歯科大学千葉病院口腔外科当直業務における
過去２年間の患者臨床統計

井本大智 村松恭太郎 恩田健志 野村武史
須賀賢一郎 中野洋子 大畠 仁 髙木多加志

内山健志 髙野伸夫 柴原孝彦

７４７

― ６３ ―



出血（外科処置後の出血，自然出血など），抜歯後疼
痛，その他（異物刺入，血腫など）に分類した。な
お，これらの調査は当直医が記載する当直日誌より
行った。

結 果

１．対応患者数
対応患者数とは来院もしくは電話対応を行った総

数である。２年間で２，５９１名であった。内訳として
来院患者数は１，８２２名で電話対応のみは７６９名であっ
た。院外，院内患者の内訳は院外患者１，４３３名，院
内患者１，１５８名と院外患者の方が多い傾向であった

（図１）。また，１日平均対応患者数は３．５名で１日
の最高対応患者数は１９名であった。
２．年齢別患者数

年代では１０歳未満の３５２名（１８．７％）が最も多く，
次いで６０代３３１名（１７．６％），２０代２８５名（１５．２％），３０
代２６６名（１４．１％），１０代１７７名（９．４％）の順であった

（図２）。
年齢は生後１か月から９４歳までと幅広く認めら

れ，平均年齢は３８．６歳であった。

３．急患来院時間帯
当院の当直業務は平日が１７時から翌朝９時まで，

土曜日が午後１２時から翌日１７時まで，日曜日が午前
９時から翌日１７時までが勤務時間であり，最も対応
患者の多い時間帯は２２時台で２５３名（９．８％），また，
午前６時台が２３名（０．９％）と最も少なかった。尚，
１９時から２２時の対応が最も多く全体の３８％であった
（図３）。

平日と休日を比較すると平日は１９時から２２時が対
応のピークであり，土日祝日は午前中の対応が多く
認められた。
４．院内患者の診療科別患者数

院内患者１，１５８名を診療科別にみると口腔外科
が５７８名（５３．０％）と最も多く，次いで保存科１９５名

（１８．０％），補綴科１０６名（１０．０％），小児歯科，矯正
歯科の各７２名（７．０％）と続いた。これらが全体の約
９０％を占め，残りの約１０％はインプラント科１９名
（２．０％），総合診療科１８名（２．０％），歯科麻酔科１６名
（１．０％），スポーツ歯科６名（０．６％），心療内科３名

図１ 対応患者数

図２ 年齢別患者数

図３ 急患来院時間帯 図４ 院内患者の診療科別患者数
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（０．３％）であった（図４）。
５．疾患別患者数

来院患者を疾患別に示すと歯の疾患が４６３名（２４．８
％）と最も多く，次いで外傷４１５名（２２．２％），顎関節
脱臼３０２名（１６．２％），炎症２５１名（１３．４％），補綴物破
折・脱離１５７名（８％）の順であった。また，最も少
なかった疾患は抜歯後疼痛１８名（１．０％），出血１１５名

（６．２％），その他１４８名（８％）の順であった（図５）。
歯の疾患の内訳では根尖性歯周炎・歯髄炎が２９５

名（６４％）と全体の６０％以上を占めており，次いで智
歯周囲炎，歯周病の各５７名（１２．３％），齲蝕症４１名

（８．９％），歯痛１３名（２．８％）の順であった（図６）。
６．月別対応来院患者数

月別対応患者数では１２月が最も多く２６２名（１０．１％），
次いで５月２５３名（９．８％），７月２４２名（９．３％）であっ
た。最も少ない月は３月の１７３名（６．７％）であった

（図７）。また，月別対応患者数のうち実際に来院さ

れた患者数を月別に示した。来院された患者総数は
１，８２２名で，一日平均２．５人来院している計算となっ
た。内訳として院外患者１，０２１名，院内患者８０１名で
あった。また，最も多い月は１２月１９３名（１０．５％），
５月１８３名（９．９％），７月１６６名（９．０％）の順で，少な
い月は３月１０８名（５．９％）と月別対応患者数と同じ結
果であった（図８）。
７．月別電話件数

月別電話件数では７月が最も多く７６名（１０％），次
いで５月７０名（９．２％），１２月６９名（９．１％）であった。
また，少ない月は２月，１１月の各５４名（７．１％）であっ
た（図９）。

尚，電話対応総数は７６９名で，内訳として院内患
者３４５名，院外患者４１０名，不明１４名であった。

電話対応の主訴を疾患別にみたところ，歯の疾患
が最も多く２４６名（３２．１％），次に外傷１０９人（１４．２％），
補綴物破折・脱離８９名（１２％）であった。また最も少

図５ 疾患別患者数（来院患者） 図６ 疾患別患者数（歯の疾患）

図７ 月別対応患者数 図８ 月別来院患者数
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なかった疾患は顎関節脱臼４名（０．５％）であった。
その他の項目に関しては処方薬の飲み方や次回の来
院予約に関してなど多種多様であった。
８．疾患別院内患者と院外患者の比較

院内患者と院外患者の比較では歯の疾患，炎症，
外傷，出血に関して院外患者の方が院内患者よりも
多く，補綴物破折・脱離に関しては院内患者の方が
院外患者よりも多い結果であった。院内患者の疾患
別内訳では顎関節脱臼が最も多く２７０名（２３．１％），
次に歯の疾患（２０．９％），補綴物破折・脱離（１７．６％）
と続いた。院外患者の内訳では多い順に歯の疾患

（３５．９％），外傷（３０．９％），炎症（１２．６％）であった
（図１０）。

考 察

夜間，休日の救急歯科診療に関する今回の調査
で，年間約９００名の患者を診療していることがわ
かった。その背景には開設当初から基本姿勢として
当院患者のみならず近隣住民や救急隊，また一般開
業歯科医院からの要請を積極的に受け入れている地
域医療の連携体制の結果であると考えた。院外患者
の来院経路としては，一般開業医歯科医院からの紹
介，近隣の救急病院からの紹介が最も多く，他には
インターネット検索により来院されるケースなどが
考えられた。なお，緊急入院や全身麻酔による手術
を必要とする疾患の頻度が低く，補綴物破折・イン
レー脱離などの一般治療に対する処置が増加傾向で
あった理由の１つとして，近年における一般歯科医
院の増加が考えられた。そのため，急患対応後の診
療の引き継ぎに関しては一般開業歯科医院への円滑

な対応をしなければならないと考えており，当院で
は対応処置内容などに関して，治療内容の説明・同
意書の作成や，診療情報提供所などを手渡すことを
義務付けている。

年代別では１０歳未満が最も多く，これは転倒や落
下による歯・顎・口腔領域の外傷が多く認められ
た。次に６０代が多かったのは習慣性顎関節脱臼によ
り同一患者が複数回来院されており，見かけ上多く
なっていたと考えられた。さらに２０代は歯の疾患が
約半数を占めており，理由としては安藤，東山らの
報告２，３）と同様に，仕事による来院時間の調整が困難
なことにより，自覚症状を認めても症状が悪化する
まで病態を放置し，結果として夜間に時間外受診を
する者が多いのではないかと思われた。患者の立場
から考えてみると夜間に歯科医師が対応することは
大変心強いとは思われるが，夜間受診することが通
常という考えにならないようにきちんと指導を行う
ことも必要と考える。

時間帯別では午後１９時から２２時台が対応のピーク
であり，過去の報告３－８）とほぼ同様であった。また，
東京歯科大学千葉病院の夜間救急歯科診療体制は２
名の歯科医師による病棟の当直業務と兼務してお
り，定時の点滴静注の時間帯や当直医による病棟回
診と重なっているため１名が急患に対応し，もう１
名が病棟業務に対応する事もあるため，より円滑で
安全な診療対応を行うに当たりこのような問題点も
みられた。また，時間帯別の疾患による内訳では外
傷が最も多く，中でも１０歳未満の転倒や転落による

図９ 月別電話件数

図１０ 疾患別院内患者と院外患者の比較
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ものが非常に多かった。理由として午後１９時以降の
時間帯は歯科口腔外科を標榜している２次医療機関
が少なく受診先が限られてしまうため，当科に救急
来院されていると考えられた。また，小林ら９）の報
告では必ずしも処置が必要ではない症例であっても
親の不安感が強く受診する場合も多く，その結果，
１０歳未満が多い結果となっていることも考えられ
る。さらに土曜，日曜，祝日は午前１１時台が最も多
く，疾患別にみると補綴物破折・脱離が多かった。
その理由としては，休日明けの診察日まで審美的・
機能的障害を不快に感じる患者が多いためと考えら
れた。

院内患者の診療科別内訳で最も多かったのは口腔
外科であった。原因として同一患者の複数来院が最
も多かったが，次いで観血処置後の疼痛や出血によ
る来院が多かった。しかし，これらの中には必ずし
も応急処置が必要ではなく，担当医が処置後にきち
んとした指導を行っていれば受診しなかったであろ
うと思われる症例が少なからず認められた。このこ
とから，担当医が術後の注意事項や適切な対応法な
どを患者に対して細かく指導することがこれらの改
善点に繋がると考えた。

月別対応患者数，月別来院患者数では１２月，７月，
５月が多く，１２月，７月は年始や夏季休暇等の長期
休暇直前に患者数が増加すると思われた。また，５
月に関しては大型連休による影響が考えられ，これ
らは過去の報告３，５－７）とほぼ同様であった。

来院患者を疾患別にみると歯の疾患が全体の３０％
を占めており，その内訳では歯髄炎，根端性歯周炎
が６０％であった。歯の疾患に関しては時に診断に苦
慮することもあり，口腔外科だけでなく他科との連
携がより必要であることが考えられた。

院内患者と院外患者の比較では歯の疾患，炎症，
外傷，出血に関しては院外患者の方が院内患者より
も多い結果であった。このことから，補綴物破折・
脱離，顎関節脱臼については院内患者の方が多く，
緊急を要さない患者もできる限り処置を行うよう心
掛けてはいるものの，やはり保存科，補綴科等の他
科担当医との密接な連携が必要と思われる。さら
に，宇佐美ら４）が報告しているように今後，医療の
高度化に伴いさらなる医科との連係が必要な歯科患
者の増加も予想される。また，応急処置後，翌日以

降に保存科，補綴科，小児歯科等で治療が必要とな
る症例も多く，病院全体として救急患者へ対応して
いるとの認識が必要であると考えられた。

今後の展望としては，医療連携を通じ一般歯科医
院の先生方に外傷患者や炎症患者への初期対応，処
置方法についての講習会を行い，患者の症状が重症
化することを未然に防ぎたいと考えている。近年の
一般歯科医院の増加に伴い，救急患者も増加するこ
とが予想され，口腔外科の必要性がさらに重要視さ
れると思われるが，我々は患者を重症化させないこ
とが最も重要であると考えている。また近隣住民に
対しても，炎症のメカニズムや外傷時の対応などの
知識を持っていただけるような講演会を行い，症状
悪化の予防に努めたい。

まとめ

今回，我々は平成２１年１月１日から平成２２年１２月
３１日までの２年間における東京歯科大学千葉病院の
当直業務時間に来院もしくは電話対応を行った患者
の臨床統計を行い患者動向および疾患病態について
認識した結果，以下の結果を得た。
１）対応患者総数は２年間で２，５９１名であった。そ

のうち，来院患者数は１，８２２名，電話対応のみは
７６９名であった。

２）年代別では１０歳未満が最も多かった。
３）最も対応患者の多い時間帯は２２時台であった。
４）院内患者を診療科別にみると口腔外科が最も多

かった。
５）疾患別では歯の疾患が最も多く，次いで外傷，

顎関節脱臼，炎症の順であった。
６）月別対応患者，月別来院患者では１２月が最も多

かった。
７）月別電話件数では７月が最も多かった。
８）院内患者と院外患者の比較では歯の疾患，炎

症，外傷，出血に関して院外患者の方が院内患者
よりも多い結果であった。

本論文の要旨は，第２９１回東京歯科大学学会例会（２０１１年６
月４日，千葉市）において発表し，座長推薦を受けたもので
ある。
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Our hospital is established in September 1984 upon moving of the university to Chiba city，and has
treated patients as a high-level medical service agency． We also had night duty for the purpose of
emergency dental treatment at nighttime． We did clinical statistics on the night duty in last 2 years to
improve the content and the quality of medical service in future night duty．

The subject of this research is patient who came or called to our hospital while 2 years from 1st
January 2009 to 31st December 2010．

The total number of the patients whom we dealt with was 2591． The patients who practically had a
medical examination was 1822 and who had only phone dealing was 769． December and May had the
most patients in monthly numbers，and March was the least． Of the patients，1158 patients were
receiving regular outpatient treatment at our hospital，1433 patients were receiving at other hospital and
100 of them were emergency transported． When we look at the disease，dental disease had the most，
463 patients，after it an external injury 415 patients，a temporomandibular joint dislocation 302 patients，
and an inflammation 251 patients． Of the phone dealing，toothache was the most，246 patients，after it
an external injury 109 patients． （The Shikwa Gakuho，１１２：７４７～７５２，２０１２）

井本，他：口腔外科当直業務における過去２年間の患者臨床統計７５２
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